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第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
軍
事
・
政
治
外
交
の
関
与
は
限
定
的

で
、
長
い
大
戦
の
な
か
で
日
本
の
存
在
感
は
希
薄
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
比

べ
れ
ば
ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
に
お
い
て
は
注
目
を
集
め
る
存
在
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
日
本
表
象
の
突
出
が
起
き
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
着
目
し

た
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
。
本
論
文
の
目
的
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
期
の
ド
イ
ツ
の
雑
誌
の
諷
刺
画
に
お
け
る
敵
国
と
し
て
の
日
本
像
を
国
際

関
係
史
の
文
脈
か
ら
読
み
解
く
に
当
た
っ
て
の
参
照
基
準
を
検
討
す
る
こ
と

に
あ
る
。
参
照
基
準
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
大
戦
期
ド
イ
ツ

の
諷
刺
画
に
お
け
る
日
本
像
の
特
徴
の
一
端
を
実
証
的
に
解
明
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
像
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
、
表

象
文
化
研
究

一
．
は
じ
め
に

一
九
一
四
年
八
月
初
め
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
大
日
本
帝

国
は
八
月
二
三
日
に
ド
イ
ツ
帝
国
、
二
五
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
に
対
し
て
宣
戦
布
告
し
、
早
い
時
期
か
ら
大
戦
に
加
わ
っ
た
。
し

か
し
、
第
一
次
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
軍
事
的
関
与
は
限
定
的
で
あ
り
、
政

治
外
交
で
も
大
戦
全
体
の
推
移
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
大
戦
期
の
日
本
の
存
在
感
は
希
薄
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
比
べ

る
と
目
立
つ
の
が
ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
に
お
け
る
日
本
の
扱
い
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
日
本
の
政
治
外
交
・
軍
事
の
動
き
が
、
頻
繁
に
、
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
も
増
幅
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
日
本
表
象
の

「
突
出
」
と
い
う
べ
き
事
態
が
生
じ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
描
か

れ
た
日
本
（
日
本
人
）
像
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

1
。

本
論
文
で
は
、
第
一
次
大
戦
期
の
諷
刺
画
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
特
性
を
検
討
し
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た
上
で
、
大
戦
期
ド
イ
ツ
の
雑
誌
の
諷
刺
画
に
お
け
る
敵
国
と
し
て
の
日
本

像
を
諷
刺
画
の
参
照
基
準
と
い
う
視
角
か
ら
、
具
体
的
事
例
を
示
し
な
が
ら

検
討
し
、
そ
の
特
徴
の
一
端
を
実
証
的
に
解
明
し
た
い
。

な
お
本
論
文
で
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
を
中

央
同
盟
国
と
呼
び
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
日
本
な
ど
の
側
を

連
合
国
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

二
．
先
行
研
究

第
一
次
世
界
大
戦
期
の
諷
刺
画
を
包
括
的
に
紹
介
し
た
文
献
と
し
て
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
諷
刺
画
研
究
者
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
の
『
諷
刺
画
に
お
け

る
第
一
次
世
界
大
戦
』
（
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。
一
般
読
者
向
け
で
あ
る
同

書
は
、
歴
史
的
叙
述
と
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
形
で
諷
刺
画
を
紹
介
し
て
い
る
。

本
研
究
に
直
接
関
係
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
大
戦
が
諷
刺
画
を
動

員
し
た
戦
い
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

2
。

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
ロ
イ
・
ダ
グ
ラ
ス
は
、
一
連
の
「
諷
刺
漫
画
家
の
見

方
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
、
『
大
戦
、
一
九
一
四
～
一
九
一
八
：
諷
刺
漫

画
家
の
見
方
』
（
一
九
九
五
年
）
を
出
版
し
て
い
る
。
ダ
グ
ラ
ス
は
、
新
聞
・

雑
誌
な
ど
に
お
い
て
、
記
事
以
上
に
直
接
的
に
国
民
感
情
を
表
出
し
て
い
る

歴
史
的
資
料
と
し
て
諷
刺
画
を
捉
え
て
い
る
。
同
書
も
歴
史
的
叙
述
と
と
も

に
諷
刺
画
を
紹
介
す
る
形
式
を
取
っ
て
お
り
、
日
本
像
を
詳
し
く
探
究
し
て

は
い
な
い
が
、
歴
史
的
文
脈
の
中
で
各
国
の
諷
刺
画
の
様
相
の
一
端
を
知
る

こ
と
が
で
き
る

3
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
、
ダ
グ
ラ
ス
の
著
作
の
共
通
点
は
、
歴

史
的
推
移
を
追
い
な
が
ら
、
編
年
体
形
式
で
諷
刺
画
を
包
括
的
に
紹
介
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
大
戦
期
諷
刺
画
の
概
要
を
示
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
語
の
文
献
で
あ
る
エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
・
デ
ム
編
『
国
際
的
な
カ
リ

カ
チ
ュ
ア
の
な
か
の
第
一
次
世
界
大
戦
』
（
一
九
八
八
年
）
は
、
前
の
二
著
作

と
は
異
な
り
、
テ
ー
マ
別
に
諷
刺
画
を
編
纂
し
て
紹
介
す
る
諷
刺
画
史
料
集

と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
各
国
の
立
場
、
前

線
、
銃
後
、
文
化
闘
争
、
有
限
の
平
和
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
、
諷
刺
画
の

文
化
的
側
面
を
取
り
上
げ
て
、
国
民
を
道
義
的
・
心
情
的
に
戦
争
協
力
へ
と

動
員
す
る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
一
環
と
し
て
諷
刺
画
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
本
研
究
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

但
し
、
史
料
集
で
あ
り
、
大
戦
期
の
日
本
像
を
詳
し
く
探
究
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い

4
。
な
お
デ
ム
に
は
、
大
戦
期
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
検
閲
に
つ
い

て
の
著
作
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

内
容
的
に
も
研
究
方
法
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は
、
ド
イ

ツ
の
認
知
言
語
学
者
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
K
・
ヒ
ュ
ー
ニ
ッ
ク
の
英
文
著
作

『
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
武
器
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
諷
刺

画
』
が
あ
る
。
同
書
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
英
独
の
諷
刺
画
三
五
二

点
を
コ
ー
パ
ス
化
し
、
認
知
言
語
学
の
メ
タ
フ
ァ
ー
、
メ
ト
ニ
ミ
ー
、
ブ
レ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
理
論
を
使
っ
て
図
像
と
文
字
情
報
の
相
互
作
用
を
明

ら
か
に
し
、
英
独
双
方
の
敵
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
特
徴
を
抽
出
し

て
い
る
。
対
象
と
し
た
雑
誌
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
『
パ
ン
チ
』
誌
、
ド
イ
ツ
が

『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
誌
で
あ
り
、
と
も
に
英
独
を
代
表
す
る
諷
刺
雑
誌

で
あ
る
。
分
析
は
二
誌
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
像
の
研
究
で
も
な
い
が
、

（2）



ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
抽
出
結
果
は
元
よ
り
、
実
証
的
な
諷
刺
画
の
分
析
手
法

も
参
考
に
な
る

5
。

日
本
語
の
文
献
で
は
、
諷
刺
画
研
究
で
は
な
い
が
、
中
埜
芳
之
ら
に
よ
る

『
ド
イ
ツ
人
の
日
本
像
』
（
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
こ
の
著
作
で
は
ド
イ
ツ

の
新
聞
記
事
に
表
わ
れ
た
日
本
像
を
通
史
的
に
紹
介
・
考
察
し
て
お
り
、
示

唆
に
富
ん
で
い
る

6
。
な
お
本
研
究
に
直
接
関
連
す
る
研
究
は
、
筆
者
に
よ

る
も
の
も
幾
つ
か
あ
る

7
。

三
． 

ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
に
お
け
る
日
本
関
連
の
諷
刺
画
の
調
査

の
概
要
と
分
析
手
法

三
．
一　

調
査
の
概
要

戦
争
と
い
う
危
機
に
直
面
す
る
と
、
共
通
の
敵
に
対
抗
す
る
た
め
に
国
内

の
政
党
な
ど
の
政
治
勢
力
が
そ
れ
ま
で
の
対
立
を
や
め
て
、
一
致
し
て
戦
争

協
力
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
は
、
普
通
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
当
初
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
「
神
聖
な
る
団
結
」
（
ユ

ニ
オ
ン
・
サ
ク
レU

nion sacrée

）
と
呼
ば
れ
る
、
反
政
府
的
な
勢
力
を
含
め

た
国
内
の
団
結
が
見
ら
れ
た

8
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
帝
国
政
府
に
対
す
る
批

判
を
繰
り
返
し
て
い
た
社
会
民
主
党
も
参
戦
を
支
持
し
、
国
内
で
の
政
争
を

棚
上
げ
し
て
、
政
府
に
協
力
し
て
戦
時
体
制
の
一
翼
を
担
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
祖
国
防
衛
の
た
め
の
政
党
間
の
休
戦
や
ド
イ
ツ
人
の
団
結
は
「
城
内
平
和
」

（
ブ
ル
ク
フ
リ
ー
デ
ンBurgfrieden

）
と
呼
ば
れ
る
が
、
と
く
に
開
戦
当
初
の

一
九
一
四
年
八
月
に
は
強
力
で
あ
っ
た
。
八
月
四
日
に
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
二
世
は
「
余
は
も
は
や
党
派
を
知
ら
ず
、
た
だ
ド
イ
ツ
人
を
知
る
の

み
」
と
演
説
し
て
ド
イ
ツ
人
の
団
結
を
訴
え
た
が
、
そ
う
す
る
ま
で
も
な
く
、

ド
イ
ツ
人
は
「
愛
国
的
団
結
」
を
果
た
し
て
い
た
。
「
城
内
平
和
」
は
自
発
的

で
あ
っ
た
が
、
予
想
外
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
い
う

9
。

ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
も
「
城
内
平
和
」
に
組
み
込
ま
れ
、
検
閲
を
受
け
入

れ
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を
荷
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
ド
イ
ツ

の
諷
刺
雑
誌
の
特
徴
と
し
て
は
、
以
前
は
反
体
制
的
で
あ
っ
た
雑
誌
さ
え
も

政
府
・
軍
を
支
持
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
政
治
外
交
や
国
際
関
係
を
扱
っ
て
き

た
雑
誌
は
元
よ
り
、
こ
れ
ま
で
娯
楽
の
提
供
を
主
と
し
て
き
た
雑
誌
も
、
そ

れ
ま
で
に
取
り
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
戦
争
に
関
連
す
る
諷
刺
画
を
掲
載
す
る

な
ど
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
政
治
外
交
や
国
際
的
な
問
題
に
お
い
て
定
評
の
あ

る
諷
刺
雑
誌
の
み
な
ら
ず
、
政
党
の
機
関
紙
的
な
特
徴
を
持
つ
雑
誌
や
、
子

供
向
け
の
雑
誌
ま
で
、
幅
広
く
後
述
す
る
八
誌
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
諷
刺
画
の
図
像
を

一
点
ず
つ
調
べ
、
日
本
像
が
表
象
さ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
方
法
を

採
っ
た
。
稀
で
あ
る
が
、
図
像
に
は
表
れ
て
い
な
く
て
も
、
タ
イ
ト
ル
や

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
日
本
・
日
本
人
に
言
及
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ

の
点
も
注
意
し
た
。

ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
の
な
か
で
、
日
本
・
日
本
人
は
ど
の
程
度
、
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
調
査
し
た
八
誌
で
、
何
ら
か
の
形
で
日
本
・

日
本
人
を
描
い
て
い
る
作
品
は
合
計
で
二
〇
〇
点
を
超
え
る
。
そ
の
中
で
日

（3）



本
・
日
本
人
を
主
た
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
も
の
は
、
お
よ
そ
三
分
の
一

あ
る
。
残
り
は
、
部
分
的
に
表
象
さ
れ
て
い
る
（
連
合
国
の
一
員
と
し
て
の

場
合
が
多
い
）
も
の
に
な
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
諷
刺
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
加

え
て
、
モ
チ
ー
フ
を
引
き
立
て
て
い
る
味
わ
い
深
い
も
の
も
多
い
。
次
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
ご
と
の
傾
向
を
概
括
す
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
お
お
よ

そ
の
傾
向
を
示
す
た
め
に
、
諷
刺
画
の
点
数
な
ど
は
概
数
で
表
示
す
る
。

（
一
） 

当
時
の
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
諷
刺
雑
誌
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
一
八
九
六
年
創
刊
）10
で
は
、
三
〇
点
を
超
え
る
作
品

が
見
受
け
ら
れ
る
。
伝
統
的
に
対
外
関
係
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
き

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
・
日
本
人
を
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
す
る
も
の

も
二
〇
点
を
超
え
る
。
同
誌
は
か
つ
て
そ
の
辛
辣
な
社
会
批
判
で
ド
イ

ツ
政
府
の
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
戦
時
は
軍
・
政
府
に
対

す
る
協
力
姿
勢
に
転
じ
た
。

（
二
） 

『
ク
ラ
デ
ラ
ダ
ッ
チ
ュ
』
（
ベ
ル
リ
ン
、
一
八
四
八
年
創
刊
）11
は
、
当

時
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
と
並
び
称
さ
れ
た
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る

諷
刺
雑
誌
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
っ
と
も
古
い

伝
統
的
な
雑
誌
で
も
あ
っ
た
。
同
誌
で
は
日
本
関
連
諷
刺
画
は
さ
ら
に

多
く
、
五
〇
点
以
上
あ
る
。
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
一
頁
に
一
〇
点
前
後

の
諷
刺
画
を
載
せ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
場
合

も
あ
っ
た
こ
と
が
点
数
を
押
し
上
げ
た
が
、
日
本
・
日
本
人
が
モ
チ
ー

フ
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
半
数
近
く
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
。

（
三
） 

ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
ユ
ー
モ
ア
雑
誌
『
ル
ス
テ
ィ
ヒ
ェ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』

（
ベ
ル
リ
ン
、
一
八
八
八
年
創
刊
）12
に
も
、
日
本
関
連
諷
刺
画
は
五
〇

点
ほ
ど
あ
る
。
同
誌
も
『
ク
ラ
デ
ラ
ダ
ッ
チ
ュ
』
と
同
様
に
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
で
一
頁
に
一
〇
点
前
後
を
載
せ
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
点
数
が
増
え
た
と
い
え
る
。

（
四
） 

労
働
者
向
け
の
社
会
民
主
党
系
の
諷
刺
雑
誌
『
ヴ
ァ
ー
レ
・
ヤ
コ
ブ
』

（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
一
八
七
九
年
創
刊
）13
で
も
、
三
〇
点
を
超

え
た
。
同
誌
は
社
会
主
義
の
立
場
を
反
映
し
た
鋭
い
政
府
・
政
治
・
社

会
批
判
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
戦
前
は
ド
イ
ツ
政
府
に
睨
ま
れ
て
い
た

が
、
開
戦
後
は
「
城
内
平
和
」
で
政
府
批
判
は
控
え
た
。

（
五
） 

諷
刺
雑
誌
『
ウ
ル
ク
』
（
ベ
ル
リ
ン
、
一
八
七
二
年
創
刊
）14
に
も
三
〇

点
近
く
は
あ
る
が
、
日
本
を
主
た
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
も
の
は
そ

う
多
く
は
な
い
。

（
六
） 

『
ユ
ー
ゲ
ン
ト
』
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
一
八
九
六
年
創
刊
）15
は
、
諷
刺
専

門
の
雑
誌
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
芸
術
・
文
芸
の
総
合
雑
誌

で
あ
る
が
、
諷
刺
画
も
掲
載
し
た
。
政
治
的
傾
向
と
し
て
は
、
保
守
系

で
あ
る
。
同
誌
で
は
、
開
戦
当
初
こ
そ
関
心
が
高
ま
っ
た
が
長
続
き
せ

ず
、
日
本
関
連
諷
刺
画
の
点
数
は
二
〇
点
に
満
た
な
い
。

（
七
） 

家
族
・
子
ど
も
向
け
の
娯
楽
諷
刺
雑
誌
で
あ
る
『
メ
ッ
ゲ
ン
ド
ル

フ
ァ
ー
‐
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
等
、
一
八
八
八
年
創
刊
）16
は
、

戦
中
に
は
戦
時
別
冊
を
発
刊
し
、
戦
争
に
対
す
る
協
力
姿
勢
を
示
し

た
。
同
誌
に
は
日
本
関
連
の
諷
刺
画
が
お
よ
そ
二
〇
点
あ
る
が
、
日
本

を
主
た
る
モ
チ
ー
フ
と
し
た
も
の
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。

（
八
） 

『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
一
八
四
五
年
創

（4）



刊
）17
は
、
週
刊
の
ユ
ー
モ
ア
・
諷
刺
雑
誌
で
、
か
つ
て
は
著
名
な
画

家
が
数
多
く
寄
稿
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
家

庭
向
け
の
諷
刺
雑
誌
で
、
日
本
・
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。

三
．
二　

本
論
文
に
お
け
る
分
析
手
法

諷
刺
画
は
歴
史
的
事
件
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
歴
史
的
史
料
と
し

て
の
価
値
も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
先
に
紹
介
し
た
概
説
書
で
も
そ
う

で
あ
る
が
、
年
月
順
に
歴
史
的
な
出
来
事
と
関
連
付
け
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

し
か
し
、
本
論
文
で
は
、
そ
の
よ
う
な
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
紹
介
と
い
う

形
式
は
取
ら
ず
、
諷
刺
画
の
参
照
基
準
と
い
う
視
角
か
ら
、
日
本
関
連
諷
刺

画
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
。
歴
史
的
事
件
と
関
連
づ

け
た
紹
介
と
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

三
．
三　

参
照
基
準
に
つ
い
て

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
の
一
つ
は
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
に
お
い
て
表

象
さ
れ
た
日
本
像
に
は
、
諷
刺
画
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
り
手
・
受
け
手
の
双

方
が
共
有
す
る
参
照
基
準
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
参
照
基
準
（fram

e of 

reference

）
は
、
準
拠
枠
あ
る
い
は
基
準
系
と
も
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

判
断
や
分
析
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
関
連
事
実
の
体
系
で
あ
る
。
何
か
題
材

と
な
る
事
件
が
起
き
る
な
ど
し
た
と
き
、
諷
刺
画
家
は
意
識
的
で
あ
れ
、
無

意
識
で
あ
れ
、
参
照
基
準
を
基
に
し
て
モ
チ
ー
フ
や
図
案
を
考
え
る
。
そ
の

場
合
作
者
は
、
読
者
も
同
様
の
参
照
基
準
を
持
っ
て
い
る
（
共
有
し
て
い
る
）

と
仮
定
し
て
い
る
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
独
創
的
な
美
術
作

品
と
は
異
な
り
、
諷
刺
画
家
は
共
有
さ
れ
て
い
る
参
照
基
準
を
意
識
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

参
照
基
準
は
し
ば
し
ば
恣
意
的
で
、
後
で
例
示
を
す
る
が
、
た
と
え
ば

「
日
本
趣
味
」
を
参
照
基
準
と
す
れ
ば
、
歴
史
的
出
来
事
に
そ
れ
自
体
が
関
係

し
て
い
な
く
て
も
、
浮
世
絵
の
構
図
を
参
照
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
る
。

六
章
で
は
具
体
的
に
諷
刺
画
を
紹
介
・
分
析
し
な
が
ら
、
参
照
基
準
を
検

討
し
て
み
た
い
。

四
．
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
道
具
と
し
て
の
諷
刺
画

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
視
覚
イ
メ
ー
ジ
が
本
格
的
に
政
治
宣
伝
（
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
）
に
用
い
ら
れ
た
最
初
の
戦
争
と
い
わ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
政
治

諷
刺
画
（
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
を
主
目
的
と
す
る
諷
刺
画
）
は
イ

メ
ー
ジ
の
伝
達
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
笑
い
や
気
晴
ら
し
と

い
っ
た
娯
楽
の
提
供
に
留
ま
ら
ず
、
戦
意
を
高
揚
さ
せ
、
国
民
を
一
致
団
結

し
て
戦
争
協
力
へ
と
向
か
わ
せ
る
効
果
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
諷

刺
画
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
道
具
と
い
う
特
性
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
時
期
の
日
本
像
が
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
検
閲
と
い
う
制
約
の
下
で
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

戦
時
の
諷
刺
画
に
お
い
て
は
、
政
治
宣
伝
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
手
法
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
は
、
自
国
民
に

（5）



（
あ
る
い
は
他
国
民
に
も
）
受
け
入
れ
や
す
い
共
通
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
記

憶
を
喚
起
し
た
り
、
敵
・
味
方
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
利
用
し
た
り
、
古
代

神
話
の
神
々
や
過
去
の
英
雄
像
を
意
図
的
に
盛
り
込
む
と
い
っ
た
手
法
が
見

受
け
ら
れ
た

18
。

効
果
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
条
件
を
研
究
し
た
ア
リ
ス
・
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ

ル
ブ
・
マ
ー
ク
ゥ
イ
ス
は
、
そ
の
手
法
と
し
て
、
次
の
八
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

①
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
利
用
、
②
蔑
称
の
使
用
、
③
「
事
実
」
の
選
別
と
不

利
な
事
実
の
削
除
（
隠
蔽
）
、
④
敵
に
よ
る
「
残
虐
な
話
」
の
語
り
、
⑤
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
使
用
、
⑥
一
方
的
な
主
張
、
⑦
敵
の
特
定
（
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
化
）
、

⑧
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
効
果
で
あ
る

19
。
こ
れ
ら
の
特
徴
の
多
く
は
、
研
究
対
象

と
し
た
ド
イ
ツ
の
日
本
関
連
諷
刺
画
に
も
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
日
本
人
・
ア
ジ
ア
人
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
頻
繁
に
利
用

さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
を
示
す
特
定
の
蔑
称
（Japs
ヤ
ッ
プ
ス
。
英
語
圏
の

Jap

に
相
当
す
る
も
の
）
も
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
青
島
の
戦
い
の
戦
況
に

お
い
て
は
、
「
事
実
」
の
選
別
と
不
利
な
事
実
の
削
除
（
隠
蔽
）
や
、
日
本
軍

の
存
在
の
誇
張
な
ど
も
あ
っ
た
。
全
体
的
に
は
自
国
に
と
っ
て
有
利
な
よ
う

に
国
際
関
係
を
一
方
的
に
解
釈
し
て
主
張
し
、
ま
た
黄
禍
論
を
背
景
と
し
て

連
合
国
も
含
め
た
白
人
国
家
に
対
す
る
敵
と
し
て
日
本
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

名
指
し
し
て
、
孤
立
化
を
図
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
は
、
自
陣

営
を
優
勢
に
見
せ
て
、
中
立
国
な
ど
を
自
陣
営
に
引
き
込
む
戦
略
と
理
解
で

き
る
。
対
華
二
一
ヵ
条
要
求
に
直
面
し
た
中
国
に
同
情
的
な
諷
刺
画
に
は
、

そ
の
よ
う
な
傾
向
が
垣
間
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
軍
や
政
府

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
統
一
し
て
発
す
る
と
共
に
、
不
適
切
と
少
な
く
と
も
当
局

が
判
断
し
た
情
報
は
、
公
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
の
有
効
な
方
法
が
、
検
閲
で
あ
る
。
デ
ム
に
よ
る
『
第
一
次
世
界
大
戦
に

お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
検
閲
』
（
一
九
八
八
年
）
は
、
検
閲
に
よ
っ
て
、
軍

や
政
府
に
対
す
る
批
判
が
封
じ
込
ま
れ
、
政
府
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
情
報

や
イ
メ
ー
ジ
の
み
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
国
内
向
け
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
で
は
、
自
国
や
自
国
民
の
優
越
性
が
強
調
さ
れ
、
敵
を
非
難
し
た

り
あ
ざ
笑
う
な
ど
し
た
が
、
一
方
で
国
内
に
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
を
見
出
し
て

自
国
の
失
敗
を
糊
塗
し
た
り
、
敗
北
と
な
っ
た
場
合
に
悲
劇
的
な
結
果
が
生

ま
れ
る
こ
と
も
示
し
て
危
機
意
識
を
煽
り
、
国
民
の
義
務
の
履
行
と
犠
牲
を

誉
め
そ
や
し
な
が
ら
国
内
の
引
き
締
め
を
図
る
様
子
も
、
同
書
で
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
諷
刺
画
に
も
見
受
け
ら
れ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い

20
。

ま
た
、
当
時
の
諷
刺
画
は
、
中
立
国
や
時
と
し
て
敵
国
に
お
い
て
も
転
載

さ
れ
て
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
敵
の
戦
意
を
挫
く
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
発
信

さ
れ
た
。
と
く
に
敵
国
内
の
少
数
派
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
そ
の
国
の
内
部
分

裂
を
促
す
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
配
信
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
多
く

の
場
合
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
こ
と
は
敵
対
す
る
国
の
国
民
に
も
分
か
る

の
で
、
敵
国
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
効
果
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た

か
を
測
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
き
に
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
そ
の
も
の
が
諷

刺
の
素
材
と
な
り
、
相
手
国
に
お
い
て
、
敵
の
弱
点
の
証
拠
と
し
て
喧
伝
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
概
括
す
る
と
、
開
戦
当
初
は
政
府
の

（6）



関
与
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
様
々
な
対
応
が
整
理
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
軍

当
局
（
な
か
で
も
陸
軍
参
謀
本
部
）
が
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
。
軍
は

報
道
・
出
版
の
検
閲
を
実
施
し
、
保
守
的
な
報
道
は
容
認
し
、
左
派
的
な
報

道
は
と
き
に
は
発
禁
処
分
を
加
え
る
な
ど
し
て
弾
圧
し
た
。
た
だ
、
政
治
的

傾
向
よ
り
も
、
軍
当
局
が
第
一
に
恐
れ
て
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
、
新
聞
な

ど
の
速
報
性
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
軍
事
情
報
の
漏
洩
で
あ
る
。
そ
の
点

か
ら
す
る
と
、
最
新
情
報
の
報
道
を
必
ず
し
も
主
眼
と
し
て
い
な
い
週
刊
な

ど
の
諷
刺
雑
誌
は
、
制
御
し
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
通
信
社
に
よ
る
海
外
向
け
の
情
報
発
信
も
監
視
下
に
置
か
れ
た
が
、

ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
「
官
製
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
っ
て
よ
い
ヴ
ォ
ル
フ
電
報
局

（W
olffs Telegraphisches Bureau: W

TB

）
が
配
信
を
独
占
し
て
い
た
の
で
、

報
道
規
制
は
容
易
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
検
閲
に
関
し
て
は
、
開
戦
後
に
設

け
ら
れ
た
陸
軍
の
最
高
検
閲
局
（O

berzensurstelle
）
が
当
た
り
、
そ
の
後
、

同
局
を
拡
充
す
る
形
で
、
戦
争
報
道
局
（K

riegspresseam
t: K

PA

）
が

一
九
一
五
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
。
戦
争
報
道
局
は
、
参
謀
本
部
と
陸
軍

省
（
正
確
に
い
う
と
プ
ロ
イ
セ
ン
陸
軍
省
）
の
指
揮
下
で
、
情
報
統
制
、
検

閲
、
軍
事
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
荷
う
こ
と
に
な
っ
た

21
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
大
戦
期
の
諷
刺
画
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
作
者
の
意
図
や
独
創
性
と
は
別
の
次
元
で
、
検
閲
を
受
け
た
り
、
そ
れ

を
意
識
し
て
送
り
手
が
自
主
規
制
を
す
る
な
ど
し
て
生
ま
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

五
．
日
本
関
連
諷
刺
画
と
歴
史
的
推
移
の
概
況

本
論
文
で
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
日
本
関
連
諷
刺
画
と
歴
史
的
推
移

の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
追
う
こ
と
は
し
な
い
が
、
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
参
考
ま
で
に
概
説
し
て
お
き
た
い
。

ド
イ
ツ
の
日
本
関
連
諷
刺
画
は
、
国
際
関
係
史
に
お
け
る
出
来
事
や
動
き

に
敏
感
に
反
応
し
、
そ
れ
ら
を
自
国
に
都
合
の
よ
い
イ
メ
ー
ジ
に
つ
く
り
変

え
て
象
徴
的
に
伝
え
て
い
た
。
日
本
参
戦
は
後
述
す
る
よ
う
に
「
裏
切
り
」

と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
に
続
く
ド
イ
ツ
が
敗
北
し
た
青
島
の
戦
い
は
ド
イ
ツ
の

「
聖
戦
」
と
し
て
描
か
れ
た
。
そ
の
後
、
対
華
二
一
ヵ
条
要
求
で
日
中
関
係
が

緊
張
す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
は
こ
ぞ
っ
て
、
日
本
の
野
心
を
前
に
し

て
無
力
な
連
合
国
諸
国
を
嘲
笑
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
の
日
本
へ
の
軍

事
支
援
要
請
や
日
露
同
盟
（
第
四
次
日
露
協
約
）
の
締
結
は
、
仏
露
の
弱
さ

を
示
す
も
の
と
し
て
諧
謔
の
対
象
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
も
あ
っ
て
、

大
戦
後
半
に
は
英
米
に
対
日
警
戒
を
説
く
諷
刺
画
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

日
英
間
お
よ
び
日
米
間
の
離
間
を
促
し
た
。

ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
は
国
際
関
係
史
の
文
脈
で
日
本
を
取
り
上
げ
続
け
た

が
、
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ

に
お
け
る
激
し
い
反
英
感
情
を
反
映
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
同
盟
国
と
し
て
同

盟
の
情
誼
か
ら
対
独
参
戦
を
し
た
日
本
は
憎
悪
の
的
と
な
り
、
極
端
に
卑
下

さ
れ
た

22
。
そ
こ
で
大
戦
の
初
め
に
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
の
子
分
と
し
て
描
か

れ
た
が
、
や
が
て
日
英
関
係
を
題
材
と
す
る
諷
刺
画
で
も
日
本
の
勃
興
と
イ

ギ
リ
ス
の
衰
退
を
嘲
笑
す
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（7）



日
本
表
象
は
軍
事
・
政
治
外
交
上
の
動
き
に
触
発
さ
れ
て
表
わ
れ
た
が
、

そ
の
際
に
は
ど
の
よ
う
な
参
照
基
準
が
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次

に
は
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
。

六
．
日
本
像
の
参
照
基
準

六
．
一　

パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

日
本
を
題
材
と
し
た
諷
刺
画
で
描
か
れ
た
日
本
像
の
参
照
基
準
と
し
て
第

一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
父
親
的
温
情
主
義
）
で
あ
る
。

幕
末
・
明
治
維
新
か
ら
、
日
本
は
西
洋
文
明
を
積
極
的
に
吸
収
し
て
近
代

化
（
あ
る
意
味
で
西
洋
化
）
を
果
た
し
た
。
そ
の
た
め
西
洋
諸
国
は
、
惜
し

み
な
く
日
本
の
近
代
化
を
手
助
け
し
た
と
い
う
「
師
匠
」
意
識
を
も
ち
、
ア

ジ
ア
の
小
国
日
本
を
「
弟
子
」
の
よ
う
に
考
え
た
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

息
子
で
あ
る
日
本
を
育
て
た
父
親
の
よ
う
に
自
ら
を
見
な
す
、
保
護
者
意
識

を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
は
、
た
と
え

ば
日
露
戦
争
期
の
欧
米
の
日
本
観
に
も
見
受
け
ら
れ
た

23
。

欧
米
の
な
か
で
も
ド
イ
ツ
人
に
は
、
こ
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
根
ざ
す

「
師
匠
」
意
識
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
陸
軍
（
当
初
は
フ
ラ
ン
ス
式
か
ら

変
更
）
を
始
め
と
し
て
、
明
治
憲
法
、
医
学
、
化
学
と
い
っ
た
日
本
が
近
代

化
を
果
た
す
の
に
重
要
な
分
野
の
多
く
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
（
あ
る
い
は
プ

ロ
イ
セ
ン
）
か
ら
の
知
識
・
技
術
や
制
度
の
導
入
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
が
、

「
東
洋
の
プ
ロ
イ
セ
ン
」
日
本
を
育
て
た
の
は
自
分
た
ち
と
自
負
し
て
い
た
と

し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
、
弟
子
の
日
本
の
参
戦
は
「
裏
切
り
」

行
為
で
あ
っ
た
し
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
付
随
す
る
権
威
主
義
的
思
考
か
ら

し
て
も
、
許
し
が
た
い
背
信
行
為
で
あ
っ
た
ろ
う
。

第
一
次
世
界
大
戦
で
、
日
本
の
か
つ
て
の
師
匠
で
あ
っ
た
西
洋
は
分
裂
し

て
戦
っ
た
。
日
本
が
加
わ
っ
た
連
合
国
側
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
諷
刺

画
に
お
い
て
は
、
日
本
を
弟
子
と
見
る
こ
と
は
む
ろ
ん
な
く
、
一
人
前
の
存

在
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

一
方
、
敵
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
に
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
根
ざ
す

「
師
匠
」
意
識
と
師
弟
関
係
の
逆
転
、
さ
ら
に
「
弟
子
」
日
本
の
裏
切
り
を
示

す
も
の
が
幾
つ
も
見
受
け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
参
戦
後
す
ぐ
に
発

表
さ
れ
た
図
1
「
膠
州
を
前
に
し
て
」
（
『
ユ
ー
ゲ
ン
ト
』
一
九
一
四
年
八
月

二
六
日
号
）
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
と
り
わ
け
印
象
的
で
あ
る
。
「
こ
れ
は
真

実
で
あ
る
に
違
い
な
い
」
と
猿
顔
の
日
本
兵
は
言
う
。
「
陸
軍
、
産
業
、
科
学

に
関
し
て
は
、
我
々
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
ド
イ
ツ
人
に
負
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
厚
顔
無
恥
や
盗
み
に
関
し
て
は
、
我
々
の
友
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
方
が
、

よ
り
よ
い
教
師
で
あ
る
」
と
。
こ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
ま
ず
は
師
匠

（
教
師
）
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
自
負
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
悪
い
こ
と
（
厚

顔
無
恥
や
盗
み
）
は
も
う
一
人
の
師
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
学
ん
だ
と
言
わ

せ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
西
洋
の
日
本
像
を
生
ん
だ
日
本
観
の
底
流

に
流
れ
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

対
華
二
一
ヵ
条
要
求
（
一
九
一
五
年
一
月
）
が
な
さ
れ
た
後
の
一
九
一
五

年
三
月
の
図
2
「
子
ど
も
も
い
ず
れ
大
人
に
な
る
」
（
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム

ス
』
三
月
九
日
号
）
も
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
参
照
基
準
と
し
て
い
る
。
荒

（8）



波
の
な
か
を
イ
ギ
リ
ス
兵
が
漕
ぐ
ボ
ー
ト
か
ら
日
本
兵
が
飛
び
降
り
て
、
一

人
中
国
大
陸
に
向
か
い
な
が
ら
言
い
放
つ
。
「
心
か
ら
あ
り
が
と
う
、
ジ
ョ

ン
。
今
で
は
一
人
で
も
手
慣
れ
た
も
ん
だ
よ
」
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
、

「
子
ど
も
」
で
あ
っ
た
日
本
は
成
長
し
て
「
大
人
」
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
師

と
し
た
イ
ギ
リ
ス
流
の
帝
国
主
義
を
マ
ス
タ
ー
し
て
独
り
立
ち
を
し
、
中
国

に
対
し
て
強
硬
な
要
求
を
突
き
つ
け
、
イ
ギ
リ
ス
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

六
．
二　

黄
禍
論

パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
他
に
当
時
の
ド
イ
ツ
人
の
日
本
観
に
強
く
影
響
し
て

い
た
も
の
は
、
黄
禍
論
で
あ
り
、
「
黄
禍
」
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
黄
禍
論
と

は
、
一
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
〇
世
紀
の
初
め
の
帝
国
主
義
の
時
代
に
西

洋
に
流
布
し
た
、
黄
色
人
種
と
そ
の
国
家
（
日
本
・
中
国
）
が
勃
興
し
、
白

人
や
白
人
国
家
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
と
く

に
非
西
欧
世
界
で
最
初
に
近
代
化
に
成
功
し
た
日
本
に
主
導
さ
れ
て
中
国
が

覚
醒
（
近
代
化
）
し
、
黄
色
人
種
国
家
の
日
中
が
連
合
し
て
西
洋
の
植
民
地

主
義
勢
力
を
ア
ジ
ア
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
が
深
刻
に
恐
れ
ら
れ
た
。
そ
の
よ

（9）

図 1 　「膠州を前にして」『ユーゲント』

（出典：図版リスト）

図 2 　 「子どももいずれ大人になる」 
『ジンプリツィシムス』

（出典：図版リスト）



う
な
黄
色
人
種
脅
威
論
は
、
一
八
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
黄
禍
」
か
ら
黄
禍
論
と
呼
ば
れ
た
。

黄
禍
論
は
ド
イ
ツ
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
と
言
う
の
も
、
日
清
戦
争

末
期
、
三
国
干
渉
を
正
当
化
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
皇
帝
（
カ
イ
ザ
ー
）
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
二
世
が
、
黄
色
人
種
の
日
中
が
連
合
す
る
こ
と
の
脅
威
を
唱
え
た

こ
と
が
、
そ
の
起
源
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
イ
ザ
ー
は
、

日
清
戦
争
後
の
一
八
九
五
年
秋
、
自
ら
図
案
を
提
供
し
て
寓
意
画
、
図
3

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
民
よ
、
汝
ら
の
も
っ
と
も
神
聖
な
宝
を
守
れ
！
」
（
解

説
図
）24
を
描
か
せ
、
そ
の
複
製
を
欧
米
の
君
主
・
政
治
指
導
者
に
贈
っ
た
。

崖
の
上
に
は
西
洋
諸
国
を
示
す
武
装
し
た
乙
女
た
ち
が
並
び
、
右
に
は
龍

と
仏
陀
で
象
徴
さ
れ
た
黄
色
人
種
の
脅
威
が
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
画
は
新
聞
・

雑
誌
で
公
表
さ
れ
、
黄
色
人
種
脅
威
論
を
西
洋
に
広
め
、
後
に
「
黄
禍
の
図
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
露
戦
争
期
に
黄
禍
論
は
一
流
の
紙
誌
で
取

り
上
げ
ら
れ
国
際
論
争
の
主
題
と
な
っ
た
が
、
戦
後
、
日
米
移
民
問
題
の
激

化
が
あ
っ
て
、
黄
禍
論
は
主
に
ア
メ
リ
カ
で
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
脅
威
の
対
象
も
中
国
か
ら
日
本
へ
と
変
化
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
本
の
参
戦
は
、
ド
イ

ツ
で
は
「
黄
禍
」
の
脅
威
を
想
起
さ
せ
る
出
来
事
と
な
っ
た
。
カ
イ
ザ
ー
の

寓
意
画
「
黄
禍
の
図
」
の
構
図
と
タ
イ
ト
ル
は
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
家
が
日

本
を
題
材
と
す
る
際
の
参
照
基
準
と
な
り
、
大
戦
中
数
多
く
の
パ
ロ
デ
ィ
が

生
ま
れ
た
。

な
か
で
も
、
日
本
の
脅
威
を
も
っ
と
も
如
実
に
示
し
て
い
る
「
黄
禍
の
図
」

の
パ
ロ
デ
ィ
は
、
『
ル
ス
テ
ィ
ヒ
ェ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
（
一
九
一
五
年
一
月

二
七
日
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
図
4
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
民
よ
…
！
」
で
あ

る
。
崖
の
上
に
い
る
の
は
中
央
同
盟
国
の
兵
士
と
、
そ
の
陣
営
に
加
わ
る
よ

う
に
誘
わ
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
兵
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
は
独
墺
伊
の
三
国
同

盟
の
当
事
国
で
あ
っ
た
が
、
墺
と
の
確
執
が
あ
っ
て
大
戦
勃
発
後
、
中
立
を

宣
言
し
て
い
た
（
一
九
一
五
年
五
月
に
は
対
墺
宣
戦
布
告
を
し
て
連
合
国
側

に
加
わ
っ
た
）
。
兵
士
の
上
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
黄
禍
の
図
」
に
あ
っ
た
十

（10）

図 3 　 「ヨーロッパの諸国民よ、汝らのもっとも神聖な宝を守れ！」 
（解説図）

（出典：図版リスト）



字
架
の
代
わ
り
に
、
ド
イ
ツ
の
鉄
十
字
が
見
え
る
。
一
方
、
右
側
の
黄
禍
の

中
心
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
仏
陀
の
代
わ
り
に
傲
慢
な
印
象
を
与
え
る
日
本

兵
が
胡
坐
を
か
い
て
い
る
。
左
側
に
ロ
シ
ア
、
右
側
に
タ
ー
タ
ン
の
キ
ル
ト

（
ス
カ
ー
ト
）
を
は
き
、
グ
レ
ン
ガ
リ
ー
帽
を
か
ぶ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
兵

で
表
わ
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
が
い
る
。
英
露
は
日
本
を
押
し
出
し
、
戦
闘
に
加

わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
結
果
的
に
日
本
陸
軍
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
派
兵
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
英
露
仏
の
連
合
国
は
派

兵
を
望
み
、
様
々
な
働
き
か
け
を
し
て
い
た
。

こ
の
図
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
に
し
ろ
、
「
黄
禍
」
イ
メ
ー
ジ
は
様
々
な
変
奏

を
伴
っ
て
ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
に
現
れ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
黄
禍
論
が
参

照
基
準
と
し
て
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
色
と
し
て
は
、
日
本
が
登
場
す
る
諷
刺
画
で
は
「
黄
色
」
が
好
ん
で
用
い

ら
れ
た
り
し
た
が
、
こ
れ
は
黄
色
人
種
の
脅
威
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
「
黄
禍
」
の
一
側
面
は
、
黄
色
人
種
の
人
口
爆
発
の
脅
威
で
あ
っ

た
の
で
、
無
数
の
昆
虫
や
怪
物
に
よ
っ
て
黄
禍
の
危
険
が
ほ
の
め
か
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
後
に
紹
介
す
る
波
頭
の
魚
面
の
怪
物
（
図
10
参
照
）
、
ロ
シ

ア
の
疲
弊
を
待
つ
ハ
ル
ピ
ュ
イ
ア

25
、
ア
メ
リ
カ
を
襲
う
ハ
サ
ミ
ム
シ

26
な
ど

が
そ
の
例
で
あ
る
。

黄
禍
論
は
、
人
種
の
間
に
は
本
質
的
に
優
劣
の
差
が
あ
る
と
い
う
人
種
主

義
に
根
ざ
し
て
い
た
。
当
時
、
西
洋
の
白
人
種
の
間
で
は
自
分
た
ち
が
他
人

種
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
人
種
優
越
思
想
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
す
る
と
、
黄
色
人
種
は
野
蛮
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
黄
色

人
種
と
白
人
種
間
の
戦
争
は
迫
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
た
。
黄
禍
論
の
よ

（11）

図 4 　「ヨーロッパの諸国民よ…！」『ルスティヒェ・ブレッター』

（出典：図版リスト）



う
な
人
種
対
抗
論
か
ら
言
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
敵
味
方
を
問
わ
ず
白
人
種
に

と
っ
て
、
日
本
は
共
通
の
敵
と
な
る
。
黄
禍
論
は
連
合
国
側
の
英
仏
露
に
向

け
て
の
対
日
警
戒
論
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。

六
．
三　

人
種
主
義
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
―
―
猿
・
動
物

開
戦
後
、
人
種
主
義
的
な
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
家
は
、
戦
場
に
「
敵
」
と
し

て
現
れ
た
ア
フ
リ
カ
人
の
セ
ネ
ガ
ル
兵
（
フ
ラ
ン
ス
軍
）
を
、
猿
（
ゴ
リ
ラ
）

と
し
て
描
い
た
（
『
ル
ス
テ
ィ
ヒ
ェ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』
一
九
一
四
年
九
月
二
三

日
号
）
。
他
民
族
が
人
種
的
に
劣
る
下
等
人
種
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
の
に
、

猿
（
類
人
猿
も
含
む
）
は
う
っ
て
つ
け
の
動
物
化
さ
れ
た
表
象
で
あ
っ
た
。

敵
を
劣
等
人
種
・
サ
ブ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
あ
る
い
は
猿
の
よ
う
な
動
物
で
あ
る
と

揶
揄
す
る
こ
と
に
は
、
自
ら
の
優
越
性
を
確
認
す
る
意
味
あ
い
も
あ
っ
た
ろ

う
。
大
戦
中
に
は
セ
ネ
ガ
ル
兵
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
人
や
欧
米
の
指
導

者
も
時
に
は
猿
と
し
て
描
か
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
ほ
ど
頻
繁
で
は
な

か
っ
た
。

日
本
人
を
猿
と
し
て
、
あ
る
い
は
侮
蔑
的
な
猿
顔
で
描
い
た
例
は
、
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。
日
本
を
表
す
動
物
の
表
象
で
は
猿
が
定
番
で
あ
り
、
一

般
的
な
参
照
基
準
と
い
え
る
。

先
に
見
た
図
1
「
膠
州
を
前
に
し
て
」
で
も
日
本
兵
は
猿
顔
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
印
象
的
な
画
を
三
枚
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
は
、
日
本
参
戦
後
に
ド
イ
ツ
に
抑
留
さ
れ
た
日
本
人
を
扱
っ
た
『
ジ

ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
図
5
「
彼
ら
に
は
こ
こ
が
ふ
さ
わ
し
い
」
（
戦
時
小

冊
子
、
一
九
一
四
年
）
で
あ
る
。
こ
の
画
は
、
と
り
わ
け
辛
辣
で
侮
蔑
的
で

あ
る
。
何
し
ろ
動
物
園
の
猿
の
檻
の
な
か
に
日
本
人
は
一
緒
に
入
れ
ら
れ
て

い
て
、
猿
と
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
こ
う
あ
る
。
「
我
々
は
、
い
ま
だ
に
ド
イ
ツ
に
居
続

け
る
日
本
人
を
、
動
物
園
に
収
容
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
侮
辱
さ
れ
た
と

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
か
ら
抗
議
が
あ
っ
て
も
、
考
慮
す
る
要
な
し
」
。
ド
イ
ツ
か
ら

逃
げ
そ
び
れ
て
「
八
月
の
砲
声
」
を
聞
い
た
日
本
人
た
ち
は
、
猿
扱
い
さ
れ

た
の
で
あ
る

27
。

も
う
一
枚
は
、
大
隈
重
信
首
相
を
猿
と
し
て
描
い
た
図
6
「
大
隈
の
望
み
」

（
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
一
九
一
五
年
一
一
月
二
三
日
号
）
で
あ
る
。
ド

イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
に
お
い
て
連
合
国
の
首
脳
な
ど
が
動
物
と
し
て
描
か
れ
る

（12）

図 5 　 「彼らにはここがふさわしい」 
『ジンプリツィシムス』

（出典：図版リスト）



こ
と
は
そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が

猿
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
隈
首
相
が
ド
イ
ツ
の
諷

刺
雑
誌
に
主
役
と
し
て
登
場
し
た
の
は
調
べ
た
範
囲
で
は
こ
の
一
枚
の
み
で
、

そ
こ
で
は
よ
り
に
よ
っ
て
猿
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
顔
つ
き
か
ら
、

大
隈
は
下
の
方
の
猿
で
あ
ろ
う

28
。
こ
れ
は
日
本
が
一
九
一
五
年
一
〇
月

一
九
日
に
、
英
仏
露
が
単
独
不
講
和
を
誓
約
し
た
ロ
ン
ド
ン
宣
言
（
一
九
一
四

年
九
月
）
に
遅
れ
て
加
盟
し
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
画
の
中
の
日
本
人
（
お
そ
ら
く
大
隈
）
は
、
次
の

よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。
「
我
々
［
日
本
人
］
は
再
び
ド
イ
ツ
の
野
蛮
を
脱
ぎ

捨
て
て
、
我
々
の
先
祖
の
文
化
に
立
ち
帰
っ
た
」
と
。
「
ド
イ
ツ
の
野
蛮
を
脱

ぎ
捨
て
」
る
と
い
う
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
が
か
つ
て
師
匠
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
が
（
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
こ
こ
に
も
見
え
る
）
、
そ
う
し
て
立
ち
帰

る
「
先
祖
の
文
化
」
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
裸
の
猿
な
の
で
あ
る
。

他
に
特
徴
的
な
の
は
、
連
合
国
と
共
に
描
か
れ
た
な
か
で
、
日
本
だ
け
が

人
間
で
は
な
く
猿
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

図
7
「
イ
ギ
リ
ス
人
と
そ
の
子
分
で
あ
る
日
本
人
」
（
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム

ス
』
一
九
一
四
年
九
月
一
日
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

日
本
参
戦
期
の
日
本
像
に
は
、
幾
つ
か
の
共
通
す
る
特
徴
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
一
つ
が
イ
ギ
リ
ス
に
唆
さ
れ
て
日
本
が
参
戦
し
た
と
い
う
見
方

で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
の
外
交
史
研
究
で
は
、
日
本
の
参
戦
過
程
で
、
か
な
ら

ず
し
も
イ
ギ
リ
ス
が
積
極
的
な
参
戦
を
求
め
ず
、
日
英
間
に
外
交
的
に
行
き

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

29
。
し
か
し
、
当
時
は
そ
の

よ
う
な
日
英
間
の
齟
齬
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
に
は
、
日

本
が
イ
ギ
リ
ス
の
同
盟
国
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
唆
さ
れ
て
参
戦
し
た
と
い

（13）

図 6 　 「大隈の望み」 
『ジンプリツィシムス』

（出典：図版リスト）

図 7 　 「イギリス人とその子分である 
日本人」『ジンプリツィシムス』

（出典：図版リスト）



う
見
方
が
強
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
図
7
は
、
そ
の
よ
う
な
見
方
の
代
表

と
も
い
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
兵
が
、
大
樹
の
上
に
い
る
鷲
（
ド
イ
ツ
を
象
徴
）

の
尾
か
ら
羽
を
抜
い
て
く
る
よ
う
小
猿
の
日
本
兵
を
唆
し
て
い
る
。
す
で
に

右
か
ら
フ
ラ
ン
ス
兵
、
ロ
シ
ア
兵
、
ベ
ル
ギ
ー
兵
が
樹
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
狡
猾
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
子
分
の
よ
う
に
従
順
な
日
本
を
あ

ざ
笑
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
連
合
国
の
な
か
で
日
本
だ
け
が
猿
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
戦
期
を
通
し
て
、
日
本
・
日
本
人
を
描
く
と
き
に
猿
イ
メ
ー
ジ
は
多
用

さ
れ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
猿
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
犬
も
猫
も
、
さ
ら

に
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
（
黄
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
黄
禍
」
イ
メ
ー
ジ
と
も
結
び

つ
く
し
、
ず
る
賢
い
奴
と
い
う
意
味
も
あ
る
）
も
何
度
か
用
い
ら
れ
て
い
る
。

六
．
四　

人
種
主
義
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
―
―
吊
り
目
・
醜
い
男
・
裏
切
り
者

吊
り
目
・
醜
い
男
・
裏
切
り
者
と
い
っ
た
人
種
主
義
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

も
、
参
照
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
で
日
本
人
は
、
猿
で
な
く
人
間
と
し
て
描
か
れ
た
場
合

に
も
猿
顔
か
、
反
っ
歯
に
吊
り
目
、
短
足
で
が
に
股
の
軍
人
と
し
て
、
極
端

に
醜
く
描
か
れ
た
。

図
8
「
黄
色
い
醜
い
顔
」
（
『
ウ
ル
ク
』
一
九
一
四
年
九
月
四
日
号
）
は
、

日
本
の
参
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
に
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
一
節
「
お
お
、
悪
党
、

微
笑
ん
で
い
る
、
く
そ
い
ま
い
ま
し
い
悪
党
！
…
」
（
第
一
幕
第
五
場
）
が
引

用
さ
れ
て
お
り
、
裏
切
ら
れ
た
憤
り
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
人
種
差
別

的
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
文

化
的
素
養
も
感
じ
ら
れ
る
し
、
描
か
れ
た
日
本
人
は
民
間
人
で
あ
る
。
こ
の

後
に
連
綿
と
続
く
、
さ
ら
に
醜
い
日
本
人
の
像
（
多
く
の
場
合
は
軍
人
）
と

比
べ
れ
ば
、
ま
だ
穏
や
か
な
内
容
で
あ
る
。

当
時
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
大
の
発
行
部
数
を
誇
っ
て
い
た
日
刊
紙
『
デ
イ

リ
ー
・
ミ
ラ
ー
』
の
一
九
一
四
年
一
〇
月
一
六
日
号
は
「
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
と
そ
の
同
盟
諸
国
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
、
同
盟
国

日
本
を
表
わ
す
と
し
て
、
出
っ
歯
に
吊
り
目
、
髭
面
、
が
に
股
の
日
本
兵
を

紹
介
し
た
（
図
9
）
。
こ
の
記
事
で
は
、
日
本
兵
は
「
ド
イ
ツ
人
の
憎
悪
の

的
」
で
あ
る
と
も
書
い
て
い
る

30
。
こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
の

ド
イ
ツ
人
の
日
本
・
日
本
人
に
対
す
る
感
情
を
一
言
で
表
現
す
る
と
し
た
ら
、

「
憎
悪
」
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
極
端
に
醜
く
日
本
兵
が
描
か
れ
た

理
由
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
強
い
憎
し
み
が
生

（14）

図 8 　「黄色い醜い顔」『ウルク』

（出典：図版リスト）



ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
遠
因
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
憎
悪
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
は
、
自
ら

の
中
立
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
が
参
戦
し
た
こ
と
を
重
大
な
裏
切

り
と
捉
え
て
い
た
。
そ
の
「
不
実
な
ア
ル
ビ
ヨ
ン
」
こ
と
イ
ギ
リ
ス
の
同
盟

国
で
あ
り
、
日
英
同
盟
の
「
誼
」
を
理
由
に
参
戦
し
た
日
本
に
対
す
る
憎
し

み
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
憎
悪
と
連
動
し
、
増
幅
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
は
、
日
本
の
親
分
イ
ギ
リ
ス
が
裏
切
り
者

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
子
分
日
本
も
背
信
行
為
を
す
る
裏
切
り
者
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
日
本
は
、
親
分
の
イ
ギ
リ
ス
や
仲
間
の
白
人
連
合
国
も
裏
切
っ

て
背
信
行
為
を
行
な
う
「
生
来
の
裏
切
り
者
」
と
し
て
も
描
か
れ
た
。
こ
の

「
裏
切
り
者
日
本
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
黄
禍
論
に
も
つ
な
が

る
、
東
洋
人
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
く
偏
見
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
頃
、
東
洋
人
は
常
に
、
油
断
の
な
ら
な
い
、
背
信
行
為
を
平
然
と
お
こ

な
う
存
在
と
西
洋
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

開
戦
後
の
一
連
の
『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』
の
諷
刺
画
に
は
、
そ
の
よ

う
な
裏
切
り
者
と
し
て
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
参
戦
後
間

も
な
く
出
さ
れ
た
「
ど
ん
な
こ
と
に
な
り
う
る
か
」
（
九
月
一
五
日
号
）
で

は
、
助
け
を
求
め
る
フ
ラ
ン
ス
が
身
動
き
を
取
れ
な
い
で
い
る
の
を
確
認
し

て
、
そ
れ
な
ら
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
あ
る
ト
ン
キ
ン
を
取
り
に
行
こ
う
と

言
っ
て
日
本
兵
は
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
「
サ
ハ
リ
ン
と
引
き
換
え
に
」

（
一
一
月
二
四
日
号
）
で
は
、
日
本
が
ロ
シ
ア
に
大
砲
を
武
器
援
助
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
日
露
戦
争
時
の
鹵
獲
品
で
、
日
本
軍
人
は
バ
カ
な
ロ
シ
ア
人
が

旅
順
の
自
分
の
大
砲
だ
と
気
付
く
か
ど
う
か
と
陰
で
言
っ
て
い
る
。

同
様
の
裏
切
り
者
日
本
の
モ
チ
ー
フ
は
他
に
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ

の
諷
刺
画
家
は
、
師
で
あ
る
自
国
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
敵
国
で
あ
る
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
も
日
本
に
裏
切
ら
れ
た
り
騙
さ
れ
た
り
し
て
い

る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
あ
ざ
笑
う
と
共
に
、
巧
み
に
「
警
告
」
を
発

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
諷
刺
画
の
海
外
発
信
を
通
し

て
中
立
国
に
届
け
ら
れ
、
さ
ら
に
敵
国
の
紙
誌
に
「
敵
の
諷
刺
画
」
と
し
て

転
載
さ
れ
る
な
ど
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

六
．
五　

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
日
本
趣
味

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
（
仏
語
：Japonism

e

）
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世

（15）

図 9 　 「ドイツの諷刺画におけるイギリスとそ

の同盟諸国」（部分）『デイリー・ミラー』

（出典：図版リスト）



紀
初
頭
に
か
け
て
日
本
美
術
の
影
響
を
受
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ

に
お
い
て
、
絵
画
や
版
画
、
そ
の
他
の
美
術
の
広
い
分
野
で
見
ら
れ
た
日
本

の
影
響
を
い
う
。
な
か
で
も
浮
世
絵
は
、
西
洋
美
術
と
異
質
な
素
材
と
し
て
、

欧
米
美
術
界
で
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
エ
キ
ゾ
チ
シ

ズ
ム
と
結
び
つ
き
、
日
本
美
術
や
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
「
日
本

趣
味
」
は
絵
画
の
領
域
で
も
あ
る
諷
刺
画
に
も
題
材
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
。

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
は
フ
ラ
ン
ス
を
主
流
と
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

明
確
な
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
家
も

日
本
を
題
材
と
す
る
と
き
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
下
で
紹
介
さ
れ
た
日

本
の
浮
世
絵
な
ど
を
素
材
と
し
て
用
い
て
い
る
。
日
本
趣
味
も
ま
さ
に
諷
刺

画
家
の
参
照
基
準
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
も
っ
と
も
明
瞭
に
示
し
て
い
る
の
は
、
図
10
「
膠
州
に
お
け

る
ド
イ
ツ
の
護
り
」
（
一
九
一
四
年
一
〇
月
六
日
号
）
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
騎

士
が
ド
イ
ツ
国
旗
を
真
っ
直
ぐ
に
掲
げ
て
、
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
波
、
日
本

軍
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
数
で
は
圧
倒
的
に
不
利
で
あ
る
が
、
勇
敢

に
日
本
軍
の
攻
撃
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の
膠
州
湾
租
借
地

の
ド
イ
ツ
軍
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
波
の
形
や
そ
の
構
図
か
ら
、
こ
の
画
が

葛
飾
北
斎
の
浮
世
絵
『
富
嶽
三
十
六
景
』
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
の
パ
ロ

デ
ィ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
（
そ
し
て
ド
イ
ツ

人
）
の
多
く
が
知
る
浮
世
絵
を
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
画

は
さ
ら
に
手
が
込
ん
で
い
て
、
巨
大
な
波
の
波
頭
は
よ
く
見
る
と
不
気
味
な

魚
面
の
あ
ま
た
の
怪
物
で
あ
り
、
お
ま
け
に
黄
色
に
着
色
し
て
あ
る
。
こ
の

画
は
、
膠
州
湾
租
借
地
を
攻
撃
す
る
日
本
軍
兵
士
と
、
押
し
寄
せ
る
黄
色
人

種
の
群
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
て
お
り
、
黄
禍
論
と
日
本
趣
味
を
融

合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
主
流
と
も
い
え
る
芸
者
・
芸
妓
と

い
っ
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
女
性
表
象
も
根
強
く
、
幾
つ
か
の
諷
刺
画
で
見
受

け
ら
れ
た

31
。
い
ず
れ
に
し
ろ
「
日
本
趣
味
」
も
、
有
力
な
参
照
基
準
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

七
．
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
黄
禍
論
、
人
種
主
義
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
、
日
本
趣
味
な
ど
は
、
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
参
照
基
準
と
な
っ
て
い
た
。
ド

イ
ツ
の
諷
刺
画
家
た
ち
は
、
日
本
に
関
連
す
る
出
来
事
が
起
こ
る
た
び
に
、

（16）

図10　 「膠州におけるドイツの護り」 
『ジンプリツィシムス』

（出典：図版リスト）



そ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
、
知
恵
を
絞
り
、
筆
を
振
る
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
し
ろ
、
黄
禍

論
に
し
ろ
、
人
種
主
義
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
日
本
趣
味
に
し
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
参
照
基
準
と
し
て
、
時
に
は
一
つ
の
諷
刺
画
の
な
か
で
相
互
補
完
的
に

機
能
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
よ
う
な
参
照
基
準
を
基
に
し
て
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画

に
お
け
る
日
本
像
は
形
成
さ
れ
、
定
着
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
大
戦
期
の
日
本
像
は
、
軍
事
・
政
治
外
交
の
歴
史
的
推
移
と
と
も

に
、
微
妙
に
変
化
し
て
も
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に

論
じ
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
に
お
け
る
日
本
表
象
の
「
突
出
」
の
要
因
と
し

て
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
裏
返
し
と
し
て
の
裏
切
り
者
イ
メ
ー
ジ
が
、
イ

ギ
リ
ス
と
連
動
し
て
の
日
本
参
戦
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
て
、
ド
イ
ツ
人
の
憎

悪
を
か
き
た
て
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
子
細
な
検
討
は
別
の
機
会

に
譲
り
た
い
。

第
一
次
大
戦
期
に
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
家
が
盛
ん
に
用
い
た
、
裏
切
り
者
、

劣
等
人
種
、
猿
と
い
っ
た
日
本
像
は
、
太
平
洋
戦
争
期
に
は
日
独
の
敵
の
英

米
に
引
き
継
が
れ
た

32
。
第
一
次
大
戦
期
ド
イ
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
よ
う

に
循
環
し
て
甦
り
、
再
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

1 

冒
頭
で
用
語
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。
「
表
象
」
は
英
語
のrepresentation

に
対

応
す
る
語
句
で
、
表
現
と
同
時
に
代
表
を
含
意
し
て
い
る
。
「
日
本
（
日
本
人
）

像
」
の
「
像
」
はim

age

に
対
応
す
る
。
「
日
本
像
」
に
は
日
本
・
日
本
人
の
双

方
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
「
日
本
（
日
本
人
）

像
」
と
表
記
し
た
が
、
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
以
降
は
「
日
本
像
」
で
統
一
す
る
。

「
日
本
観
」
の
「
観
」
は
英
語
のview

に
対
応
す
る
語
句
で
あ
る
。
日
本
観
が

あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
日
本
像
が
生
ま
れ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

2 M
ark B

ryant, W
orld W

ar I in cartoons 

（G
rub Street Publishing, 2006; 

Bounty Books, 2011

）. 

邦
訳
は
な
い
。
以
下
、
邦
訳
が
な
い
場
合
の
タ
イ
ト
ル

等
の
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
私
訳
で
あ
る
。

3 Roy D
ouglas, The G

reat W
ar, 1914-1918: the cartoonists’ vision 

（Routledge, 

1995

）.

ダ
グ
ラ
ス
の
「
諷
刺
漫
画
家
の
見
方
」
（the cartoonists ’ vision

）
の
シ

リ
ー
ズ
に
は
、
他
に
第
二
次
世
界
大
戦
を
扱
っ
たThe W

orld W
ar, 1939-1945: 

the cartoonists’ vision 

（Routledge, 1990

）
、
戦
間
期
を
扱
っ
たBetween the 

wars, 1919-1939: the cartoonists’ vision 

（Routledge, 1992

）
、
一
九
世
紀
半

ば
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
国
際
関
係
を
扱
っ
たG

reat nations still 

enchained: the cartoonists’ vision of em
pire, 1848-1914 

（Routledge, 1993

）

が
あ
る
。

4 Eberhard D
em

m
, ed., D

er erste W
eltkrieg in der internationalen Karikatur 

（Fackelträger, 1988

）.
5 W

olfgang K
. H

ünig, British and G
erm

an cartoons as weapons in W
orld W

ar 

I: invectives and ideology of political cartoons, a cognitive linguistics 

approach 
（Peter Lang, 2002

）.

6 

中
埜
芳
之
、
楠
根
重
和
、
ア
ン
ケ
・
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ト
『
ド
イ
ツ
人
の
日
本
像
―

（17）



ド
イ
ツ
の
新
聞
に
現
わ
れ
た
日
本
の
姿
』
（
三
修
社
、
一
九
八
七
年
）
。

7 
筆
者
は
『
黄
禍
論
と
日
本
人
―
欧
米
は
何
を
嘲
笑
し
、
恐
れ
た
の
か
』
（
中
央
公

論
新
社
、
二
〇
一
三
年
）
の
第
八
章
「
甦
る
黄
禍
の
イ
メ
ー
ジ
―
第
一
次
世
界

大
戦
」
、
『
第
一
次
世
界
大
戦
史
―
諷
刺
画
と
と
も
に
見
る
指
導
者
た
ち
』
（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
）
、
及
び
研
究
ノ
ー
ト
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ド
イ

ツ
の
諷
刺
画
に
お
け
る
〝
敵
国
〟
日
本
像
」
『
城
西
国
際
大
学
紀
要
』
、
第
二
二

巻
、
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
～
三
一
頁
で
、
こ
の
論
文
の
テ
ー
マ
に
言
及

し
た
り
論
じ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
筆
者
は
、
研
究
成
果
の
一
部
を
、
下
記
の

通
り
、
学
会
・
研
究
会
で
発
表
し
て
い
る
。
（
研
究
発
表
）
飯
倉
章
「
第
一
次
世

界
大
戦
期
の
ド
イ
ツ
の
諷
刺
画
に
見
る
〝
敵
国
〟
日
本
―
『
黄
禍
論
と
日
本
人
』

を
基
に
し
て
―
」
軍
事
史
学
会
第
一
〇
〇
回
関
西
支
部
定
例
研
究
会
、
名
城
大

学
、
二
〇
一
四
年
一
月
、
お
よ
び
（
研
究
発
表
）
飯
倉
章
「
不
実
な
敵
、
厄
介

な
友
―
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
諷
刺
画
に
見
る
日
本
像
」

研
究
会
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
東
ア
ジ
ア
」
（
京
都
大
学
、
二
〇
一
五
年
六
月
）
。

8 

「
神
聖
な
る
団
結
」
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ケ
ー
ル
、
ゲ
ル

ト
・
ク
ル
マ
イ
ヒ
（
剣
持
久
木
、
西
山
暁
義
訳
）
『
仏
独
共
同
通
史　

第
一
次
世

界
大
戦
（
上
）
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
第
四
章
、
第
五
章
を
参
照
。

9 

同
右
、
第
四
章
、
第
五
章
。
と
く
に
九
四
～
九
六
頁
。

10 

ド
イ
ツ
の
諷
刺
雑
誌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
サ
イ
ト
よ
り
閲
覧
し
て
調
査
し
た
。

『
ジ
ン
プ
リ
ツ
ィ
シ
ム
ス
』Sim

plicissim
us 

〈http://w
w

w.sim
plicissim

us.info/

index.php?id=6

〉
。

11 

『
ク
ラ
デ
ラ
ダ
ッ
チ
ュ
』Kladderadatsch 

〈http://digi.ub.uni-heidelberg.de/

diglit/kla

〉
。

12 

『
ル
ス
テ
ィ
ヒ
ェ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』Lustige Blätter 

〈http://digi.ub.uni-heidelberg.

de/diglit/lb

〉
。

13 

『
ヴ
ァ
ー
レ
・
ヤ
コ
ブ
』W

ahre Jacob 

〈http://digi.ub.uni-heidelberg.de/diglit/w

〉。

14 

『
ウ
ル
ク
』U

lk 

〈http://digi.ub.uni-heidelberg.de/diglit/ulk

〉
。

15 

『
ユ
ー
ゲ
ン
ト
』Jugend 

〈http://digi.ub.uni-heidelberg.de/diglit/lb

〉
。

16 

『
メ
ッ
ゲ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
‐
ブ
レ
ッ
タ
ー
』M

eggendorfer-Blätter 

〈http://digi.

ub.uni-heidelberg.de/diglit/m
eggendorfer

〉
。

17 

『
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
』Fliegende Blätter 

〈http://digi.ub.uni-

heidelberg.de/diglit/fb

〉
。

18 

参
照
、Ágnes Tamás, ‘Caricatures as propaganda weapons during the First W

orld 

W
ar: a com

parison of G
erm

an, A
ustrian and H

ungarian depictions, ’ The 

European Journal of H
um

our Research, 12 （2 

）, pp.18-35.

19 A
lice G

oldfarb M
arquis, ‘W

ords as w
eapons: propaganda in Britain and in 

G
erm

any during the First W
orld W

ar, ’ Journal of Contem
porary H

istory 

（1978

）, 13 （3 

）, pp.467-498. 

ま
た
、Tam

ás, p.19.

20 Eberhard D
em

m
, C

ensorship and propaganda in W
orld W

ar I: a 

com
prehensive history 

（Bloom
sbury A

cadem
ic, 2019

）. 

ま
た
カ
リ
カ
チ
ュ
ア

と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
つ
い
て
の
論
文
と
し
て
、Eberhard D

em
m

, ‘Propaganda 

and caricature in the First W
orld W

ar, ’ Journal of Contem
porary H

istory 
（1993
）, 28 （1 

）, pp.163-192. 

が
あ
る
。

21 D
avid W

elch, G
erm

any and propaganda in W
orld W

ar I: pacifism
, 

m
obilization and total war 

（I.B. Tauris, 2014

）, pp.30-39. 

を
参
照
。

22 

対
独
参
戦
に
つ
い
て
は
、
飯
倉
章
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
参
戦
』
（
吉
川
弘

（18）



文
館
、
二
〇
二
三
年
）
で
詳
し
く
論
じ
た
。

23 
飯
倉
章
「
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
な
か
の
日
本
―
日
露
戦
争
と
欧
米
の
日
本
イ
メ
ー

ジ
の
変
遷
」
日
露
戦
争
研
究
会
編
『
日
露
戦
争
研
究
の
新
視
点
』
（
成
文
社
、

二
〇
〇
五
年
）
二
二
九
～
二
四
三
頁
。

24 

飯
倉
章
『
イ
エ
ロ
ー
・
ペ
リ
ル
の
神
話
―
帝
国
日
本
と
「
黄
禍
」
の
逆
説
』
（
彩

流
社
、
二
〇
〇
四
年
）
七
九
頁
。
同
書
と
拙
著
『
黄
禍
論
と
日
本
人
』
で
黄
禍

論
に
つ
い
て
は
詳
し
く
論
じ
た
。

25 

「
疲
れ
切
っ
た
ロ
シ
ア
人
」‘D

er m
üde Russe, ’ Jugend, v.22 n.25 

（1917/6/17

）: 

502 

（Julius D
iez

） 

を
参
照
の
こ
と
。

26 

「
ア
ン
ク
ル
サ
ム
の
熟
睡
」‘O

nkel Sam
s fester Schlaf, ’ Kladderadatsch, v.67 

n.47 

（1914/11/22

）: 738 

（A
rthur Johnson

） 
を
参
照
の
こ
と
。

27 

抑
留
日
本
人
に
つ
い
て
は
、
奈
良
岡
聰
智
『「
八
月
の
砲
声
」
を
聞
い
た
日
本
人
―

第
一
次
世
界
大
戦
と
植
村
直
清
「
ド
イ
ツ
幽
閉
記
」
』
（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
三

年
）
を
参
照
。

28 

上
の
方
の
猿
は
加
藤
高
明
に
見
え
る
が
、
ち
ょ
う
ど
加
藤
は
一
九
一
五
年
八
月

に
外
相
の
ポ
ス
ト
を
去
っ
て
い
る
の
で
、
別
の
人
物
の
可
能
性
も
あ
る
。

29 

こ
の
点
は
、
飯
倉
章
『
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
参
戦
』
（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
三
年
）
で
詳
し
く
論
じ
た
。

30 ‘G
reat Britain and her allies in G

erm
an cartoons, ’ D

aily M
irror, 16  O

ct. 

1914, p.4.

31 

た
と
え
ば
、
「
東
洋
に
お
け
る
猜
疑
心
」
『
ク
ラ
デ
ラ
ダ
ッ
チ
ュ
』‘A

rgw
ohn im

 

O
sten, ’ Kladderadatsch, v.69 n.31 

（1916/7/30

）: 443 

（A
rthur Johnson

）

に

お
け
る
芸
者
像
な
ど
。

32 See, John W
. D

ow
er, W

ar without m
ercy: race and power in the Pacific W

ar 

（Pantheon Books, 1986

）.
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Images of Japan in German Caricatures during  
the First World War:

A Study of the Frame of Reference of These Caricatures

Akira Iikura

Abstract

In comparison with Japan’s limited military and diplomatic involvement in the long First World War, 

it was an attention-grabbing presence in German satirical magazines at the time. Why did such a 

prominence of Japanese representations occur? This is the first study to focus on this question. The 

purpose of this essay is to examine the frame of reference in order to examine the images of Japan as an 

enemy in caricatures in German magazines during World War I. By using the concept of frame of 

reference, the author attempts to empirically elucidate some of the characteristics of the Japanese images 

in German caricatures during the First World War.

Keywords: Images of Japan in Germany, World War I, German cartoons, Study of cultural represenata-

tions
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